
優れた美観と表面性

１

軽量化で作業者の負担軽減

安心の高品質と安定供給 ２

４３

製造元 ： 新潟合板振興株式会社

　　　　　　〒950-0886 新潟県新潟市東区中木戸 401 番地

          　TEL:025－274-2991　

〒174-0041　東京都板橋区舟渡 1-4-21　

東京営業グループ　03-5916-8862

札幌支店　　　　　　 011-530-4630

名古屋支店　　　　  052-352-3601

高松支店　　　　   　087-851-4344

大阪支店　　　　　06-6531-7136

仙台支店　　　　　022-227-0611

広島支店　　　　　082-294-7221

九州営業所       0924-40-8500

種類 ： JAS　I 類

放散ホルムアルデヒド ： F☆☆☆☆

寸法 ： 910×1820

厚み ： 4～ 30mm

鹿印の環境配慮型合板

エコ防虫合板鹿印

ヒラタキクイムシから守る

合板製造時に使用する接着剤に防虫薬剤を混入し、 ヒラタキクイム

シの食害を防ぎます。

（防虫薬剤は 「ケミホルツネオランバート MC」 （有効成分／シフェノトリン）

を使用）

フェイスバックには、 美観と表面性に優れた

ラワン材を使用しています。

芯材にはスギを採用することで、 通常のラワン合

板に比べて軽量です。 そのため、 作業性にも優

れています。

国内唯一のラワン合板製造メーカーとして、 長年培われた技術を

もって高品質の商品をお届けします。 国内製造だから供給面でも

安心です。 防虫性能は 10年保証をお約束します。



木材の導管に産卵！

幼虫のえさになる栄養分 （で

んぷん質） がある木材が被害

を受ける。

卵から孵化した幼虫は、 木材

を食い荒らしながら成長する。

成虫するまでの間、 サナギの

時期も木材の中で過ごす。

近年、 健康に害を及ぼす恐れのある成分の放散量規制により、 合板製造に欠かせない接着剤

の低ホルマリン化が進んだ結果、 再びヒラタキクイムシの被害が多発しはじめました。

最終的に、 柱や家具など様々

な木材が食害され、 このよう

にいくつもの小さな穴があけ

られてしまう。

その合板本当に大丈夫？

成虫したヒラタキクイムシが、

木材を食い破って外へ出てく

ることが原因で、 木材に小さ

な穴が空いてしまう。

新築の住宅や新しい家具のあちこちに小さな穴と、 木材の粉をご覧になったことはありません

か？それは乾いた木材を食べ荒らすヒラタキクイムシの仕業です。 ヒラタキクイムシは、 乾い

た木を食う虫で住宅や家具に被害を与え、 放っておくと数年間続く場合があります。

メーカーが合板を作る過程においては、 高温処理をしているため、 ヒラタキクイムシがいたと

しても死に絶えてしまいます。 では、 いつ食いついてくるのか？それは、

商品が出荷されたあとのいつ何時にも、 食害される可能性があるのです！

あなたのお家の木材が

危ない！

ヒラタキクイムシとは？

いつ合板に食いつくの？

食害食害


